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令和 3年 9 月 2 日 

 

彦根城世界遺産登録に向けた国際会議の開催について 
 

 

滋賀県と彦根市は、8 月 18 日（水）、19 日（木）に彦根城世界遺産登録に向けた国際会議を開

催しましたので、その概要をお知らせします。 

 

国際会議は、資産の価値を国際的な視点から確認し、広く国内外で共有することを目的に、通

常は現地査察を含めて開催するものですが、今回は、新型コロナウィルス感染症の状況から、文

化庁や国内有識者と協議を重ねたうえで、議題を「彦根城の価値の証明」に限定し、オンラインで

開催することとなりました。 

 

会議では、韓国・中国・フィンランドの３名の海外研究者（世界遺産）に、国内研究者を交え、彦

根城の顕著な普遍的価値（OUV）の内容についてディスカッションを行いました。 

 

会議の結果、価値の方向性については問題ないと確認できた一方、価値をさらに掘り下げ丁寧

に説明すること、資産の範囲の妥当性、国内での比較研究の充実などの課題も明らかになりました。 

 

今回の国際会議は、オンラインという制約の多い方法で実施せざるを得ないものでしたが、国内

外の先生方の熱心なご議論により、これまで進めてきた内容をご理解頂くことができたとともに、今

後に必要な作業を明らかすることができ、彦根城の世界遺産登録に向け、大きな一歩となりました。 

 

なお、国際会議は、推薦書の内容に関する議論につき、非公開で実施しました。 
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     記 

 

【日 程】 令和 3年（2021 年）8 月 18 日（水）、19 日（木） いずれも 15:00～17:00 

【場 所】 滋賀県庁・彦根市役所 ※Zoom 会議システムを利用し、オンラインで開催 

【議 題】 彦根城のＯＵＶ（Outstanding Universal Value ： 顕著な普遍的価値）について 

 

【参加者】 

 

 海外研究者３名 

ステファン・ウェスマン氏 

フィンランド遺産庁 シニアアドバイザー（※日本の文化庁に相当） 

世界遺産の専門家。考古学者。 

ICOMOSのメンバーとして世界遺産の審査を経験。 

 

鄭 軍（ジェン・ジュン）氏 

中国文化遺産研究院 研究員 

世界遺産の専門家。中国の世界遺産の推薦・保存管理 

他国の推薦に対する ICOMOS現地調査を経験。 

 

趙 斗元（チョ・ドゥオン）氏 

韓国・京畿文化財団 主任研究員 

ICOFORT（城塞・軍事遺産国際学術委員会）事務局長 

韓国の城塞遺産の専門家。韓国の世界遺産の推薦・保存管理を経験。 

 

国内研究者 

彦根城世界遺産登録推進学術会議委員７名 

宗田 好史 氏 （京都府立大学教授  都市計画） 【議長】 

      稲葉 信子 氏 （筑波大学名誉教授  世界遺産） 

清水 重敦 氏 （京都工芸繊維大学教授  建築史） 

杉山 清彦 氏 （東京大学大学院准教授  東洋史）  

西 和彦 氏 （東京文化財研究所  世界遺産）  

古谷 大輔 氏 （大阪大学大学院教授  西洋史） 

母利 美和 氏 （京都女子大学教授  日本史） 

 

オブザーバー 

文化庁 文化資源活用課 文化資源国際協力室 

    鈴木 地平調査官 

 

事務局（滋賀県・彦根市） 
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【会議の概要】 

 

（１）会議の成果 

 

 ・価値の方向性について、問題ないと確認できた。 

 

 ・今後に必要な作業（下記（２）課題）を明らかにすることができ、彦根城の世界遺産登

録に向け、大きな一歩とすることができた。 

 

 ・専門家の熱心な議論により、彦根城の価値について海外研究者にも理解いただくことが 

できた。 

 

 

（２）今回の会議で明らかになった課題 

  

・「17～19 世紀の統治」という視点から OUVを導き、単独登録を目指す方向性は理解で

きる。 

ただし、「城」という存在と「平和な時代の政治拠点」という繋がりがイメージしにく

い。これを端的に示すような、フレーズや表現が必要。 

  

・現在の資産の範囲（特別史跡の範囲：中堀に囲まれた範囲）が政治拠点を証明し得るこ

との明確な説明が必要。 

 

・彦根城がこの OUVにおける城郭の代表であることは理解できる。ただし、世界遺産と

して OUVに即した一層の国内外の比較研究の深化が求められる。 

 

 

（３） 議論の対象となった彦根城の顕著な普遍的価値（OUV） 

 

  江戸時代は、将軍の強い統制力によって大名相互の争乱は発生し得ず、国内の平和が実

現された時代である。大名は領地の安定と領民の保護に専念し、領民は各々の生産活動に

専念できた。彦根城は、この 250年にもおよぶ安定を維持した江戸時代の城郭の構造と機

能を示す顕著な見本。 

 

この時代の大名は、自らの領地において自立し完結した政治権力を形成したが、彼ら

は伝統的にその領地の権益を持つ存在ではなく、将軍によって認められ、領地と城を与

えられたことを唯一の正当性とした。この大名の政治拠点が城郭である。城郭は将軍の

管理の下にあり、各領地の最適所に一か所営まれた大名の政治拠点である。それは政治

体制に即した構造と必要な機能を持つとともに、「将軍－大名」の権力の象徴としても機 

能した。 
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こうした、将軍の下における大名の政治体制と政治拠点としての城郭は日本全国で共

通する構造となり、将軍の下で統一的で安定した社会を形成・維持することを実現した。

一方、こうした政治体制と政治拠点は、世界のどこにも存在しない日本独特のもので、世

界遺産としての価値を持つ。 

 

彦根城は、日本の城郭の中でも日本列島の要所に築造されたこと。井伊家という特別

な地位の大名が治めたこと。江戸時代の開始期に、幕府の許可を得て築造されたことな

どから、その典型であり、また、明治以降の廃城や焼失を克服し、現在も最もよく保存さ

れており、日本の城郭の代表である。 

 

 

彦根城世界遺産登録推進協議会 

事務局：滋賀県文化スポーツ部文化財保護課 

彦根城世界遺産登録推進室 

担当：細川、鈴木、本田 

（TEL 077-528-4682） 

彦根市歴史まちづくり部文化財課 

彦根城世界遺産登録推進室 

担当：小林、三尾 

（TEL 0749-26-5833） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


